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はじめに

国土交通省では，平成１７年４月に施行された

「公共工事の品質確保の促進に関する法律」を踏

まえ，競争参加者に技術提案等を求め，これらと

価格を総合的に考慮して落札者を決定する「総合

評価方式」のより一層の活用促進に努めている。

特に，平成１８年度以降，簡易型を中心に大幅に適

用が拡大し，平成１９年度は，国土交通省のほぼす

べての工事の発注を総合評価方式で実施するに至

っている。

本稿では，国土交通省の公共工事における総合

評価方式の実施状況について，平成１８年度のデー

タを中心に全体的な視点からの分析を行ったの

で，その概要を報告する。

国土交通省における総合評価
方式の実施件数

全国八つの地方整備局（港湾空港関係は含まな

い）における総合評価方式の実施件数を，図―１

に示す。

平成１７年９月に策定された「公共工事における

総合評価方式活用ガイドライン」（以下「ガイド

ライン」という）において，規模の小さな工事に

適用できる簡易型が新たに導入され，総合評価方

式が簡易型・標準型・高度技術提案型の３タイプ

に整理された（図―２）。これにより，平成１７年

http : //www.nilim.go.jp/lab/peg/

公共工事における総合評価方式の
実施状況の分析

国土交通省国土技術政策総合研究所
みぞぐち ひろ き

建設マネジメント技術研究室長 溝口 宏樹

（注）１． 平成１６年度～１９年度（上半期）の８地方整備局（港湾空港関係を除く）における実施件数。
２． 適用率は随意契約を除く全発注工事件数に対する総合評価方式実施件数の割合。
３． 平成１９年度は速報値。

図―１ 総合評価方式の実施状況
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下半期以降，総合評価方式の適用件数および適用

率は大幅に増加し，平成１９年度上半期は約９７％の

工事（件数ベース）で適用している。また，この

うち概ね９割を，簡易型が占めている。

一方，簡易型と同様にガイドラインにより新た

に設けられた高度技術提案型は，技術的な工夫の

余地が大きい工事において民間企業の優れた技術

を活用することにより工事の価値の向上を目指す

ものである。現状では，発注者と競争参加者の技

術対話を通じて技術提案の改善を行う手続きや，

技術提案をもとに予定価格を作成する手続きを伴

い，契約までに長期間を要することなどから，活

用があまり進んでいないのが実状である。

国土交通省では，平成１９年度は，全発注工事の

うち，件数で６割，金額で９割以上の工事に総合

評価方式を適用することを目標にしており，それ

を大きく上回るペースで実施が進んでいる。

落札者の内訳と加算点の
設定状況

平成１７年度・１８年度・１９年度上半期の「簡易

型」における落札者の内訳と加算点の設定状況

を，図―３に示す。

平成１９年度上半期を見ると，約５割の案件にお

いて技術評価点で最高得点を獲得した者が落札し

ており，最高得点者以外の得点上位者が落札した

場合を含めると，約８割のケースで技術評価点が

上位の者が落札したことがわかる。一方で，残り

の約２割のケースは，技術評価点が下位の者が落

札したことになる。また，技術評価点によって価格

を逆転して落札した割合は，平成１７年度は全体の

１０％であったが，平成１９年度上半期は全体の３２％

に増加している。平成１８年度以降，各地方整備局

において，順次，加算点を拡大してきたことは大

図―２ 工事特性に応じた総合評価方式の選択

（注）１． 主要４工種（一般土木，AS舗装，鋼橋上部，PC）を対象に分析。
２． 予定価格内１者の場合は，分析対象に含んでいない。

図―３ 落札者の内訳と加算点の設定状況（簡易型）
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きな要因の一つと言えよう。このほか，平成１８年

１２月以降導入された極端な低入札での特別重点調

査，施工体制確認型総合評価（平成１９年度上半期

では約３割の工事で適用）についても，この要因

として考えられる。

同様に，「標準型」について見ても，平成１９年

度上半期は，８割強のケースで技術評価点が上位

の者が落札し，技術評価点によって価格を逆転し

たケースが全体の４３％と増加している（図―４）。

当然ながら，技術評価点により価格を逆転して

いることのみをもって短絡的に効果が出ていると

言えるものではなく，さまざまな角度から効果を

検証していくことが必要である。

簡易型における評価項目と
得点分布

簡易型における各評価項目の得点分布を，落札

者および非落札者別に図―５に示す。

図中のプロットは，それぞれの平均得点率を表

す。簡易な施工計画は，他の評価項目と比べて，

落札者と非落札者の平均得点率の差が大きく，落

札者決定に大きく寄与しているものと考えられ

る。

また，評価項目ごとの得点分布より，企業や配

置予定技術者の過去の工事成績は，競争参加者間

で得点がばらついており，評価結果に差が生じや

すい傾向が見られる。

一方，競争参加資格の要件として審査している

企業の同種・類似工事の施工実績や配置予定技術

者の保有資格等は，８割以上の者が満点を得てお

り，評価結果に有意な差が生じにくい。総合評価

の評価項目ではなく競争参加資格要件とする方法

等が考えられる。

また，表彰実績の有無，技術開発の実績の有

無，継続教育（CPD）の取り組み状況等は，同

種・類似工事の施工実績等とは逆に０点の者が大

部分を占めている。点数を得られた者は，他者と

比べて非常に優位になることが可能であるため，

技術力競争を促進する上で有効な評価項目である

と考えられる。

標準型における技術提案の
課題設定

標準型における技術提案の課題設定の状況を，

図―６に示す。

橋梁下部やトンネル等のコンクリート構造物に

おいては，平成１８年度は１７年度に比べ，コンクリ

ートの耐久性向上に関する課題設定が大幅に増加

（注）１． 主要４工種（一般土木，AS舗装，鋼橋上部，
PC）を対象に分析。

２． 予定価格内１者の場合は，分析対象に含んでい
ない。

図―４ 落札者の内訳と加算点の設定状況（標準型）
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している。これは，当該工事の工種特性や現場特

性を踏まえて本質的な課題設定に努めた結果と考

えられる。その他には，環境対策，安全対策，リ

サイクル対策等に関する課題について定性的に評

価している事例が多い。また，アスファルト舗装

では平坦性や騒音の低減値，交通規制日数の短

縮，鋼橋上部工では交通規制日数の短縮やキャン

バーの精度管理など，定量的な評価を行っている

事例も見られる。

高度技術提案型の適用状況

平成１８年度の高度技術提案型の適用事例１２件の

概要を，表―１に示す。

設計・施工一括方式（"型）の適用工事が７

件，残り５件は施工のみで標準案に対する技術提

案を求める方式（#型）である。加算点満点は３０～

５０点，評価項目は各工事の特性に応じて４項目か

ら９項目設定されており，４項目の事例が半数で

あった。

落札結果を見ると，技術評価点で最高得点を獲

得した者が落札したケースは全体の半数の６件と

なっている。また，最低価格者が落札したケース

が１１件に上り，技術評価点により価格を逆転して

落札した事例は１２件中１件にとどまった。平成１７

年度も同様の傾向であり，平成１８年度の時点では

価格の影響が大きいとの見方ができる。なお，平

成１９年度上半期は，４件のうち２件が最低価格者

以外の者が落札しており，今後，下半期以降の事

例とあわせて動向を把握していく必要がある。

総合評価方式に関する主な課題

これまでの実施状況を踏まえ，総合評価方式を

より適切に運用していくための主な検討課題を，

以下に挙げる。

! より適切な運用に向けた評価体系・技術提

案の課題設定・評価方法の改善

! 総合評価の適切なタイプ選定（特に簡易型の

適用・評価方法）

（注） 主要４工種（一般土木，AS舗装，鋼橋上部，PC）を対象に分析。

図―５ 簡易型における各評価項目の得点分布（平成１８年度）
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" 工事特性を踏まえた適切な技術提案等の課題

設定と評価

# タイプに応じた条件明示（上限，要求要件）

の徹底

$ 高度技術提案型（企業の高い技術力を活用，

技術提案に基づき予定価格を算定）の積極的な

活用

% 除算方式と加算方式の使い分け

& 総合評価方式の適用による効果の検証

! 入札・契約手続き等の改善

! 評価結果の公表の充実

" 手続きの効率化（二段階選抜方式，事後審査

型入札方式等の検討）

" 地方公共団体における総合評価方式の導入

促進

おわりに

総合評価方式は急激に適用を拡大してきた。現

状を見ると，総合評価方式を適用した工事におい

て，価格と品質に優れた者が選定されている一方

で，工事特性に応じたタイプ選定や評価項目（課

題）の設定，技術提案の評価が適切になされてい

ない事例も見受けられる。また，受発注者双方の

手続きに係る負担が大きく，手続きの効率化も重

要な課題となっている。

これを踏まえ，国土交通省では，「公共工事に

おける総合評価方式活用検討委員会」（委員長：

小澤一雅 東京大学大学院工学系研究科教授）の

下に，平成１９年６月以降，マネジメント部会およ

び道路，河川・ダム，営繕，港湾空港の各作業部

会を設置し，総合評価方式の事例の分析等を通じ

て必要な改善に向けた検討を行っているところで

ある。

仮に発注者が設定する課題や評価がワンパター

ン化すれば，企業からの技術提案も形骸化してし

まう恐れもある。的確な提案を促すことができる

よう，また，良い提案を行い良い工事を完成させ

た企業が活躍できる良い循環が構築されるよう，

総合評価方式の実施状況を常に検証しながら，よ

り適切かつ効果的・効率的な運用・活用促進に努

めてまいりたい。

（注）１． 主要４工種（一般土木，AS舗装，鋼橋上部，PC）を対象に分析。
２． 採用率：工事種別の総合評価方式適用工事に対する当該評価項目分類（詳細）の採用率の割合。

図―６ 標準型における技術提案の課題設定
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表―１ 高度技術提案型の適用事例（平成１８年度）
地整名 東北 東北 北陸 中部

工事件名 胆沢ダム林道付替
若柳橋工事

日本海沿岸東北自動車道
大川目沢橋上部工工事

三条築堤及び
樋管改築工事

新丸山ダム国道４１８号
新旅足橋上部工事

分類 *型 +型 *型 +型
発注形態 設計・施工一括 施工のみ 設計・施工一括 施工のみ
手続期間 約５カ月 約３カ月半 約５カ月 約５カ月

評価項目

!LCC低減対策"橋梁
上部の出来形・品質の向
上#橋梁下部の出来形・
品質の向上$工事中の周
辺環境等への配慮

!工場製作時の品質管理
・輸送時の製品管理"桁
架設時の精度管理#橋脚
柱頭部の剛結コンクリー
トの品質管理$床版コン
クリートの品質管理%地
覆部コンクリートの品質
管理

!継足樋管工の構造設計
の成立性"既設構造物の
対策の妥当性#維持管理
の容易性$施工計画の実
現性%現地条件を踏まえ
た創意工夫

!上部工の施工日数の短
縮"!に関する具体的な
施工計画#PC品質確保
対策の具体的施工計画$
配置予定技術者の能力
（ヒアリング）

加算点の満点（配点） ３０点（１０／７／７／６） ３０点（各６×５） ４０点（１５／５／５／１０／５） ４０点（各１０×４）
予定価格（百万円） １，０３６ １，１３２ ７５０ ３，０９０
落札価格（百万円） ８８６ ９２４ ６２５ ２，３１０

落札率 ８５．６％ ８１．６％ ８３．３％ ７４．８％

落札者
加算点（順位） ２１．５点（１位） ２１．５点（１位） ３０点（１位） ２８．４点（２位）
価格順位 １位 １位 １位 １位

競争参加者数 ４ ３ ３ ７

地整名 中部 中部 近畿 近畿

工事件名 富士海岸堀川離岸堤工事 １号静清昭府道路
建設工事

第二京阪道路星田地区
PC上部工事

第二京阪道路茄子柵地区
PC上部工事

分類 *型 +型 *型 *型
発注形態 設計・施工一括 施工のみ 設計・施工一括 設計・施工一括
手続期間 約６カ月半 約４カ月半 約４カ月 約４カ月

評価項目

!杭の押し込み支持力と
引抜き抵抗力の確認方法
"杭の打ち込み精度を向
上するための方法#水質
汚濁防止対策$漁船等へ
の安全に配慮した施工計
画%配置予定技術者の能
力（ヒアリング）

!箱型函渠本体構造の品
質向上"地下水影響低減
等を目的とした箱型函渠
工施工日数短縮#"の短
縮日数の根拠$配置予定
技術者の能力（ヒアリン
グ）

!構造物の成立性及び施
工方法"品質管理方法#
環境の維持対策$現地の
条件を踏まえた施工計画
及び新技術・新工法の適
用性

!構造物の成立性及び施
工方法"品質管理方法#
環境の維持対策$現地の
条件を踏まえた施工計画
及び新技術・新工法の適
用性

加算点の満点（配点） ５０点（各１０×５） ４０点（各１０×４） ３０点（１２／６／６／６） ３０点（１２／６／６／６）
予定価格（百万円） ９０６ １，９３６ ３，７６７ ７，００４
落札価格（百万円） ８６１ １，５１７ ２，７７３ ５，２１１

落札率 ９５．１％ ７８．４％ ７３．６％ ７４．４％

落札者
加算点（順位） ３１点（１位） ２７．６点（３位） ２２．５点（２位） ２２．５点（２位）
価格順位 １位 １位 １位 １位

競争参加者数 ４ ５ ４ ２

地整名 近畿 中国 九州 九州

工事件名 十津川道路
今戸トンネル工事

国道３１号
呉外舗装修繕工事 追内川排水機場新設工事 東九州道（鹿屋～大隅）

新原橋工事
分類 *型 +型 +型 *型
発注形態 設計・施工一括 施工のみ 施工のみ 設計・施工一括
手続期間 約４カ月 約３カ月半 約３カ月半 約４カ月半

評価項目

!構造物の成立性及び施
工方法"品質管理方法#
環境の維持対策$現地の
条件を踏まえた施工計画
及び新技術・新工法の適
用性

!交通規制日数の短縮"
近接する家屋に対する騒
音対策#!に関する具体
的な施工計画$"に関す
る具体的な施工計画%そ
の他（企業・技術者評価）

!マスコンクリートのひ
び割れ防止対策"基礎杭
打設工法における騒音・
振動値の低減対策#矢板
打設及び引抜き時の騒音
・振動値の低減対策$旧
施設基礎の破砕撤去時に
おける騒音振動対策%仮
締切設置撤去に伴う水質
汚濁対策&県道の切り回
し方法による交通規制期
間の短縮'省資源・リサ
イクル対策(その他（企
業・技術者評価）

!維持管理に関する技術
的所見"構造体の疲労に
関する耐久性#構造体の
環境に対する耐久性$景
観%環境の維持&交通の
確保'特別な安全対策(
省資源・リサイクル対策
)施工時の仮設工・架設
機械配置・資機材搬入に
関する施工計画

加算点の満点（配点） ３０点（９／６／６／９） ４５．１点
（１０／５／１０／５／１５．１）

５０点（４／１２／８／４／４／
４／４／１０）

５０点（６／１３／１３／４／１／
１／２／１／９）

予定価格（百万円） ３，８６２ １９０ ４７８ １，５８９
落札価格（百万円） ２，７５９ １８４ ４４６ １，０７７

落札率 ７１．５％ ９６．６％ ９３．３％ ６７．８％

落札者
加算点（順位） ２２．５点（２位） ２９．５点（１位） １８．９点（１位） ２６点（４位）
価格順位 １位 ３位 １位 １位

競争参加者数 ６ ５ ６ ４

４６ 建設マネジメント技術 2008年 2月号




